
種雄■牛精子の崎塑率の■推移．  

二遠 畑 東  荒 岡 昭 司  

従来より顎繁華種雄牛精子の輸犯卸）発現忙ついて楓季葦的榊肖長のあることが、認めら九た  

のであるが、さら忙碕型精子の分野控おこなへ 2・5の検討を聖乙な．った甲で報告ナるっ  

宍筑材科および方法  

1・期 間 昭和40年5月1日～昭和42年4月5〔1E   

2・顔用種雄牛およぴ、鹿体別検査例数  

・号  年  謹ナ」  検 意 例 貴    換▲空 例 敵 情  
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5一 染色、および検査方法．   

前記採取精液につぃて、それぞれ2枚の塗抹標本を作成し、1枚はローズベンガル法・他の  

1枚は、眈rOSOme染色を托どこし夫々、50D佃づつの精子を鏡検した。な封8erOSme 染  

色のみにみら九るaCTO去、6mヾ甲膨粗消失、形成異常、染色異常については2倍して埼型奉を   

算出した。  

試験成横・お一よび考察  

1．個体・月・．封よび碕艶の懇願別成績   

（1）イムベリアル、ベンシ岬、 トリスメ…ラヴド号  
， 

検査 一次瞭型I     二 次略 型  重複 瞭塾  合   計 一  
。挿 

l l  l  平  平  
例数高上低  高  低  均■  高   低   ■均  席  低 平均   

匹             0．5  占．0  5．1 5．7．   

占〝  75 lO．7  

7／／   1．d  0．る   10・ユ  4＿5 d＿9   

8 〝   1：う  9．0    4．0 d．5   
9／′   皿   92． 5．4  d．d   

■10／′   1．d   具1  4．71る．d   
11〝   d  4．2  1．6  2．5  d．9  2＝ぎ  4・至  8  ロ．5  5．7   ヱd   
12 〝   5  5．9【1．8   2．4  70  2．4  98  5．る 7.9  

141年  

1月  A  2．る  1・4J  1．9  72  －1．9  5．d  b．5   0  0．1   鼠0  4．2  77   

2 〃   4  4．5  2．0  1．占  8．1  4．n  5．5  1．B  口．8  1．5   11．5   8．2   鼠5   

5〝   4  2，8  0．d  乙5  5．9  2．5  5．8  1．0  0．2  0．5▼   8．2  5．1 d．2   

4／／   d  2．5  0  0．5   8．7   2．9   4．9   

5〝   5．4   占，9  5．d   5．5   

d〝   5  1．8  四  ・  5，7  5．7   4．4．   

7〝   い，7  5．5   こ  D＿2   る．1  2．る  4．D   

8〝   4  5．5  1．2  2．4  78  2．2  4．9  D．8  0．1  0．4   11．9  ．乙る  77   

9〝   5  2．7  1．7  2，5  8．占  ∃2．5  、4．5  0．d  0．5  0．5   11．4  4．d  72   

！＝′ノ  5  5．5   5．8  2，5  4．0  0．9   D■  n4   1D．0  4．9  70  

11′′  ○  5．4  15．1  5．0 71   

12／／   2．1   15．4  5．2   鼠4   

42年  

1月  5  2．d  1．5  2．1  75  2．0  ♀8  5．‘ 71．   

2〝   5．5   0  8．1   父2  5．5  d．9   
5〝  

4〝  ⊥＿」  



（2）イムベリアル、ミドリ、サートリヌクー  

（5）スプリンタホープフル、アムパーサクーラッド  

検査 一次 崎型  二次 略 型  重役 碕 型  
∋  

40年  十  平  平  
例数   r巨】   低  均   高   低  均   l可   侠  均   高   低   平均   

5月   2   0．5  0．4  0．5  4．5  5．8  4．2  ml   q  0・ ． 

5．0   4＿4   4＿8   

d〝   ‘   1．4  口．d  1．D  74  5．8  5・  1．4  0▲1  0．8   R2   5．5   77   

7／′   2   1．d  0．8  1．之  5d．占  d．d  Zl．る  1．8  0．1  1．0   5鼠2   8．5  25．8   

8〝  

9〝   1．5  15．4  5・P  1鼠7   

10〝   4   1．8  1．ロ  1．5  5．9  5．1  4．8  1．5  0．5  口．8   ∴d   4．5   d．8   

11〝   5   1．1  0，1  0．る  5．q  1．る  5．4  0．8  0．1  D．5   占▼5   5．□   4．4   

1Zγ   5   1＿0  ロ、7  ロ、8  5．4  5．4  4．5  ロ．9  D．5  0．7   6．d   5．1   る．1   

41年  

1月  5   0．5   8．5  5．1   る．7   

Z′′   4   1＿1  0′5  08  ろ．8 二！．1   5．ラ  0．8  0．1  0．ろ   5．7   2．d   4．4   

5〝   5   0．9  0．5  D．d  5．8  2．0  5．8  0．5   0  0．1   6，7   2．4   4．5   

4／／  

5〝   4   1．9  1．1  1．5  占．4  1．7  5．9  1．5  0．1  0，d   R5   5．2   5．9   

る〝   5   2．1  0．る  1．5  78  1．7  4．7  1．ロ   0  0．5   鼠5   5．4   る，占   

7〝   5   5．11＿7   2．5  11．8  4．4  8．5  1．占  0．7  0．5   14．1   る．5   11．4－■   

R〝   4   7．2  5．5  4．9  22．2  11．5  15．2  5・苧  0．5  2．7   55．2   15．1   22．9   

9〝   5  15．5  る．5  98  17・2  8＿5  1D．7  ろ．8  1．9  5．D   2d．占   19．4  25．d   

1口〝   4  早．2  1，5  2．5  11．8  4．5  77  1．5  0．4  0．8   14．8   d．Z   11．5   

11／／   4   1．2  0．5  D，8  エロ  2．4  4．1  1．5  0．1  0．7   鼠7   5．5   5．5   

12／′  5  1．8  0．9  1．2  17．7  5．d  75  0．8   0  0．5   190   5．4   8．8   

42年  

1月  5   1．8  0．5  1．2  2D．5  2．8  エロ  0．5  0．1  0．5   21．5   4．0   8．5   

2／′   4   5．d  0．4  1・亨  2．5  2．4  8．1  1．9  0．5  8．7   24．1   4．0   10．2   

5〝   5   2．0  0．d  1．2  74  5．9  5．1  0．7  8．1  0．2   91   5．1   d．5   

4〝   2   2．2  0．4  1．5  臥8  8．5  8．7  1．2  D．4  0．8   11．9   鼠d   10．8   

11さ－   



（4）バター；ドーイ 、トリプニメトー、ミドリ  

ー24－   



（5）ローベッス、リリーボッシュロベル  

ー25－   



（d）第2Z〔・－一モント、サーフィ「㌧－ル・ホープ  

12／′  占  1．2  0，2  1．1  52．8  2．1  8．8  0．5  0  0．1  55．1  5．5  チ9   

42毎  

1月  占      0．7                      0，9  0．5   如．6  2．8  8．9  0．5  U  0．2   l 25．5弓 5．9   管7   

2 〝  A  0．8  G．1  0．5  55．9  5．8  7．9  D．5  0  D．1  54．d  d．8  18．5  



（7）第4キングベッシー  クレスト  

検査  合  計  
40年  

平  平  平  平  

例数】   高  低  均   

5月  5  2．4  皿  1．8  79  5．7  5．5  

75   

7〝  4  4．0  5．1  5．占  8．7  d．d  7A  1．9  D．51．4  

口一、20．8   

9 〝  5  

d   

11．8   

12〝  占  5．D  1．2  2．■0  22．8  4．5  11．5  1．5  1．21．5  Z7二2    ス占1145   

Al年  

1月                           J  2．4  1．5  1．9  6．5  4．2  5．占  1．5  0．5 0．7  10．4    d．口   8＿5   

2／／  4  5．D  1＿2  2．2  15．1  る．5  8．5  1．d  0．占1．1  1d．8    曳511＿5  

5．′′  5  1．7  り．5  1．ロ  8．5  る．d  ヱ5．  1．0  0－2 0．5   8．ロ8．9  

4／′  5  2＿2  0．9  1．5  4．1  2．5  5．d  1．7  8＿18＿7  

1．7   75  

d／′  5  1．4  9．2  1＿1  72  2．2  4．8  l・2  0．A O．8   鼠1   4．5   る．0   

7／′  る  2，4  0．d  1．4  70  5＿2  5、0  1．5  0．5 0．8   鼠9  

25．4  
＿  

ロ．10．5  

口0．8  

12〝  5  1．8  0．5  1，†  14．0  4．9  8．1  1．1  ：〕．5、0．7  15．5    る．占  99   

42年  

1月                         4  1．5  0．7  皿  29．1  4」  11．9  G．4  

D．7   

2．8   

4／／  d  1．1  0．占  0．8  5．d  4，1  4．8  0．7  0．10．d  ′d．d    4．5   5．9   

ー27－   



桓）アールチェ ロベルポッシ㌧．ノレード  



伊）第5バクーボーイ、トリ スターミドリ  

＿T－2．9▼－   



（1D） 第1し〕サーブリリーソ ニマイマ  

検脊  一 次l時熱  二次 筒 型  義役 崎 覿  A  吉†  
40雄   千  平   平  千  

例数  萌   低   均   高  低  均  高   低  均   筒  低  均   

5月  

d′／   

7／′  

8／／  



ニー  
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ーーーーーー■＿一一一一‾】－1、一一一  
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09』  
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＼｝／＼   
ニニ＝∠二＝  
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11月  12月  

／  
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5  

nU  上  
6 月  8 月  

／／一一＼〉／へ  

ノ【一一－－－、一一一一一‾－－  

12月  41年1月  11月  2 月  5 月  
I5隼  

：∴、－   

5％   

ロヲ♭  
／、＼－′‾■－  
一一‾－－－－－■一一一  

‾＼  

／＼＼＼＿＿一一一一  

スプリ ングヽ ホープクル17ムバサク∴－ごテクド  

占月   

／へ㌧／／／  

11月  12月  41年1j  5 月  

J し  －、‥、  



／＼10月   』D布こ5月  8月  

（ －＼  

て Lil1  ＼ノ／T草す   

11月  
5月   

へ－－＼、  

4月   

‾‾‾「＼  

12ノ弓  ′i2（ド1月  2月  

／／へ＼＼  

5月  

＜へ  

4月  

／／へノ＼＼／へ＼  ‾ノ＼  
ノ‾‾「＼ 

＼一  

ス、リリーポッ シ1ロ ベル  

d月  

－／へ」－＼＼  

8 差  

ヽ  
‾▼▲■‾－・－－－㌧－－一′一  

9 月  

＼＼＼－  

10月   

√、＼／＼＼  
一一一一一■、－、一一‾‾－－－－  

d 月   7 月  

／  

8 月  

／＼／  
■－一一－－、′一′  

9 月  1〔）月  

＼＼＼＼〉一ノー・・   イ＼／  
一一 ／     、・＿＿＿＿＿  

12月   

、 、  

1月  

2月  J ／  ＼こ  
一一一一→－－＿一一  

＼1月  
”
け
∵
‥
 
 



謹22⊂－一三－ント、サーフ1て一－ル 、 ホープ  

7．弓  

ィニニ＼  

1   

ヽ 
、  

‾㌦＿＿．／／  
－－‾‾－■－◆■】一－－一一■■■  ＼〆↑ノ  

7 月  ろ 月  1ロ月  

、ノ′一ノ、■、＼  

ゴミ  1∩ ′＼／／  
ヽ－、′一一、－■■一一－－－  

2パ   

、‾－－   

k  

第dキング√ペソシークレスト   

9月  

／ノヘ  

・こ ∴   

、／へ  
■ ■ －－、▲・－－I－▲ 、  

8月  

＼′＼  
、‾－－、■－■一－  

d月  

／  

＼／へ9月  
1D月  占月  

子月  ＼＼＼／／、－＼＼  
／＼／、＼  
ノーーー、ノ・一一・‾‾－－▲  

2月  12 月  

■■  
′嶋－－、▼－－「－－－  

／＜＼」  

＼＼＼＼＼／  

4月  

八二＼〉／＿＿   

2月  

＼′＼」  



占月  7月  9月  

月
 
 
 

／
㌦
 
 

4月  12月  

‾■ ＼  

lニメL  

5度  

箭5／㍉トーポ【イ．トリスター ミドリ  

10月  占月  8月   

／、－・  

＿／  一一－一一′′、、  

1D月   

－、、、／ノ  

7月  d月   

／ハ＼／‘  

1月   d月  

12月  1月  

、．／－  へ、  

2月   

′■▲‾■‾‾‾＼＼   

5月   

＼ ＿／  ＼㌧－▼－  

4月  

第1D サーブリリー ノエマイ7  

d月   

／ ／  

7月  8月   

／へ ／  

9月   

、、、  

1（】月  

′ノー■‾   「   、   

5月  

ーーーーーー′  
12月  

－∴、∴ 
＿＿ 、   

1局  

5月  

／－－→－－／へ＼ノ′＼  ニ＝＝＝＝＝二二二二   



こ九らの襲おエび囲から、個体把より碕艶率の変動が鑑間を通じて比救的安定してぃるもの（In・  

M・AP・5召・1〔IP）と、変動の放しいもの（AM・BB■22R・4Ⅹ）とがみられる。さら  

に変数のみられる時期についてみると  

夏期のみに変動のみられるもの、  M  

冬期 ′′  〝  〝  

22R・R・R   

夏期も冬期も変動のみられるもの、  

4M，4K   

に分類することがで尊る。また2壇i．冒1倉通じて同一の変動傾向を示してぃるものは22R・4Kで   

ある。   

2．聯型率変劇の螢因  

（1）白11mmer sbFrility二一との関係  

前記、瞭烈率の架動のみられた脚本のうち、夏英削こかいて精液性状の慈化した個体の採卵寺  

7（5）  9（5）  10（4）  11（4）   

－59－  
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パターボーイ、・ト り スターミドリ  

9（1）  10（5）  11（1）  

d月（4）  7（4）  8（1）  9（2）  10（5う  1．1（4）  

’とれらの固から、当然のことをがら騎型奉の増加は活力の低下を伴なっており、■．特咋筒型率25  

％以＿抄）場合軋必ず活力の感化がみられてぃる。  

つき■にと九らの埼塾薮増加時にかける筒型精子の内容を検討しでみると、次表のとお少である。  

ー41－   



－－Jつ－l   



夏期把かける暑熱が、睾丸の造精機能、特に精子の成熟過程に作用h崎型精子の発現となるので  

あろうが、この表エり一次瞭弛の出現をみると、個体間把かを少の相違がみられる。また一次埼塑  

の増加の激しかったA・M号を除けば、崎型率増加の主体は二次崎型Iであり、中片部、尾部異常、  

特把その屈折とその他の項の大半を占める弼体分離であった。  

また冬期にかh吏も、前述のととく崎型垂の増加がみ仁れたのであるが、その内容を表示ナると次  

のとおわである。  

冬期における出現栢型精子の内訳  

採 取  二  次  瞭  碕：魁  

名 号  7クロゾーム  

型  

二他  計  
月  日   常   ／／   

〝   小言†   爽比峯  
A．‘M  40．12＿25   5．2   1．0   1．占   8ス4   5．2   95．2計1．d   100界  190  

41．1．4   2．5   2．9   0．9   88．7   2．8   95．5  2＿4   〝   21．5  

2．8   1．9   1・7I  0．8   85．5  ．5，○  92．5羞  ．5．る  〝」  ヱj・⊥  

B．B  42．2．15  ．99   18．4   0．ヲ  ‾「托．1   
2．18  11．5   d．5   2．1   70．1   】 l                    4．d■  88．8二t l．5   1〔】09ら  15．2             エ9  8d、4．  2．1  ′′  191  
5．7  11．8   0．5   

71．d  7．0  8D．2  8．0   ／／  18．7  

L．L  41．1．10   8．2   口㌃   て壱：0  鋲 870  4，8  1009♭  2D．7  4．8   
。．7  射．て；  71．2  10．△   ／′   1エ0  

41．12．15   5，1  

2．28  18．2  11．8               5．8  12．5  25．d   
1－2！ 

4・8  】4■5・Cこ  7d．d  11．1   ／／  1Tl  

5．5  D．4  8≦．8   8．4  95．1  1．8■  〝  22．5  

12．20  4．7  ゝ  d．7   14．7   45．4   2ス2 94．0   1．5   〝   15・9  

22．L  40．12．1／   ●  

1．2   
8∠l，1   1．7 95．5   10t〕％  】194  

】  
41．12．15   D．d  l＿2  

0・5 

95・5  2．1   9Rl  0．5  ′／   55．1  

42．1．4   2．0  0．8  □＿4   92．8   
1  5．2   9エ2   ロ．8   〝   25．5  

2．1d   2．0   1．2  94．5   2．5   98．0  ／／   54．d  

4 K  40．12．911．0  4．4  1．5  ‘ る8．7   鼠2   85．8 5．2   1DO9ら  2ス2  
12．17   92   2．4   0．4   777   5．占   8る．1   4フ   ／′   25．1  

41．2．14  8．5   8．5   ．1．2   15．1   55．4   78．0  15．7   〝′  1d．8  

41．12．20  る．5   d5．2’   1．5   12．5   15．5   90．5  5．2  〝  15．5  

4，d   95．4   1．5   ／／   50，5  
2．4   5．1   

∴」なも1る   75   5．2   1．5   84，5  1D．1   95．0  1．9   ノ／   15．8  
・．キ15   5．0   2．5  92．8   1．1   ．9d．2   1．5   〝   

2d．5   

一45－   



5．考察   

寛欄にお・ける相子打塾葦の粟加は7月はじめにはじまり、11月中旬で完全に快復してhるが、  

これ扶暑熱佗よる感作よわ、やや遅れで精液性状の変化が現われる之ニレ、う従来の轍告とよく一致し  

ている。しかし、暑熱による感作も精子の成執過程の前半に彩肇を及ほしたとみられるA．M▲弓の  

如く、時日の進行ととも把一次筒型の増大している個体と、そのようを傾向をしめさそh個体とが  

ある。これらA．M号以外の個体は、むしう精子成熟過程後半に影轡を受け、二次崎塾の増大がみ  

ちれたのでぁろサ盲二こ甲‖エラに暑熱にヱる影響も個体により相違淋みられる。また、発現す為鋳型  

相子の種類について■みる七、出現瞭型の主体を占めるものが58例中、一次疇型の場合4軌二次  

綺塾のうち7クロブ←よ関係が2例、申片・尾部関係19現 その他（躍作分憮）14例で、1例  

は中片・尾部とその他の晰型が同率であごた したがって、出現取組の主体を占め為ものと巨P片・  

碍部の屈薪とその他の大半を占める疏体分離であった。  

このような定期にかけ品崎塾率の特大巨L、・壇掛てよる影■薄あふい膏、畝曳によふ畢丸叔牒の刺毯：  

その炎症の波及に上るとぃわれるが当柳こ卦高．て統、‡′揉よぎ）久鋤ここら、いても、前如）如く崎型審  

の二1ヾつ大がみられてきた。  

しかし、冬夙における騎型寮の増加は談準′Jオい、∴ヒ封jこ二比べ11・ロー号な除けば一次崎型は  

少奇｛二次聯些■ま♂）重体をたナもr：てミ、25桝軒′ノ■l・ゾー∴㌻ニ」・す＝も1机．中片・尾部関係う9例そ■  

うイごヱ5て～；㌻きとたっていて、殆んどがTや片・！竜三て；ユ′汀湖く：に一仁主レjしでハたっ このような聯型はむしろ∃軌変夜  

卓，′「と考えられる；て′：、・をの肘ぺと巧■えら＝ぐ1■ろ2・5つ開通た；らげると  

1．12月初旬エりサイレート’寺て・与がゴー・こ7仁・われちが、そ♂Ⅶ倒：の影智   

2∴’㍗今時葉ニ如けろ藻巧7時の不に慮盆澤牒ン㌧㌧ク  

L∵末年始を控えての管‡誓りこの手動かj）、   

（運馳不足）   

4，寒冷自体の喪丸への慈偶作   

（量低気温4〔塵監－12、1℃；41年政一14．0℃）  

専が考えらへこれらのいづれが、その原因とをつているか、あるし（は別の何等かの原矧によるも  

？かほ執らかでは充ムが、一部報告にみら九る云冬期にぉける寒冷が繁殖成鰍を悪イヒしめセぃると  

やう点から考えるとき、今後の検討な変するものと思われる。  

二なお参考せでにこ？2年間の種鱒川平均鱒製革を算出ナると次表のとおわであり、個体拡よりか  

夜りの変動がみられた。また時塑黎のうち、7クロゾームの筒型の占める割合は、14．59♭であつ  

カニ。  

－44－   



種雄牛別平均時亀賽  

名  1次馳  2次蹄型  垂後畔型   

号  検査 例数  合計崎艶率 （平均）  …      イムベリアル、ペソミー  
トリスターラブド   

イムベリ7ル、ミドリ   

．55  727  0．89  5．78  0．占0   
サートリスクー  

スプリング、ホープフル   

52    2．占9  777  0．94   
7ムパーサダークッド  

バクーボーイ  

84l15．2d   トリスターミド＼   

ローペソス、リリー   
1  L  

第22コ・－モノ．・、サー   

12′1占．21    1．29  4．る7  0＿25   
フィーi‘－ルオトーフ  l  l  

第4キング、ペ∴／シー  

115   11〔し45  
クレスト  

l   

ア‾ルチェ、ロベル   ！  

ボッシュバレ冊ド  
55   4，50  1▲12  2，81  口．57   

宗5／十クー一元ナⅦイ  

dる   占．54  1．74  4．28  0．52   
トリフ㌧クーーミトリ  

第10サーブリリー   
占9   4．0占  0．82  5．09  0．15   

ジェマイマ  

計  814  l＋十十  1．d5  5．71  0．57   

ーd5－   


